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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第89期
第１四半期
累計期間

第90期
第１四半期
累計期間

第89期

会計期間

自　平成22年
　　４月１日
至　平成22年
　　６月30日

自　平成23年
　　４月１日
至　平成23年
　　６月30日

自　平成22年
　　４月１日
至　平成23年
　　３月31日

売上高 (千円) 4,231,2654,593,45917,491,140

経常利益 (千円) 117,245 216,324 671,233

四半期(当期)純利益 (千円) 62,029 117,842 336,916

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ─ ─ ―

資本金 (千円) 333,150 333,150 333,150

発行済株式総数 (株) 5,750,0005,750,0005,750,000

純資産額 (千円) 4,617,5134,911,0644,894,918

総資産額 (千円) 10,982,79310,845,38911,377,166

１株当たり四半期(当期)純利益金額 (円) 10.79 20.49 58.59

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ─ ─ ―

１株当たり配当額 (円) ─ ─ 17.00

自己資本比率 (％) 42.0 45.3 43.0

（注）１．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　
　

２ 【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容に重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項は発生しておらず、前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更もありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　
２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、該当事項はありません。

　
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。
　

(1)業績の状況

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、平成23年３月に発生した東日本大震災の影響により、生

産力の低下や個人消費の低迷等、景気の先行きは不透明な状況となっております。

当貨物運送業界においても、東日本大震災の影響による生産活動の低下に伴い国内貨物輸送量が低迷

しており、価格競争の激化等もあり依然として厳しい状況が続いております。

このような状況の中、当社は新規荷主の開拓及び付加価値の高いサービスの提供による売上拡大並び

に内部管理体制の一層の充実とコスト削減、安全対策にも注力してまいりました。

当第１四半期累計期間の業績につきましては、新規の赴任引越業務及び輸配送業務の地域拡大、並びに

東日本大震災の影響を受けたことによる３月実施予定の赴任引越業務の一部が、第１四半期累計期間に

実施されたことにより、売上高は45億93百万円(前年同期比8.6％増)となりました。　

利益面につきましては、原価圧縮により売上総利益は８億46百万円(同13.7％増)となり、販売費及び一

般管理費の増加はあったものの、営業利益は２億８百万円(同81.9％増)、経常利益は２億16百万円(同

84.5％増)、四半期純利益は１億17百万円(同90.0％増)となりました。　

　セグメントの業績は次のとおりであります。

  ①運送事業

当事業につきましては、売上高は31億円(前年同期比11.6％増)となり、セグメント利益は２億27百万円

(同25.8％増)となりました。これは新規に受注した赴任引越業務及び輸配送業務の地域拡大に加え、３月

実施予定の赴任引越業務の一部が第１四半期累計期間に実施されたことによるものです。

　②倉庫事業

当事業につきましては、売上高は７億20百万円(前年同期比7.1％増)となり、セグメント利益は１億65

百万円(同44.4％増)となりました。これは物流センター業務が順調に推移し、保管並びに作業収入が増加

したことによるものです。

　③商品販売事業

当事業につきましては、売上高は５億10百万円(前年同期比1.4％減)となりましたが、セグメント利益

は19百万円(同21.5％増)となりました。これはＯＡトナーの販売が減少したものの、梱包資材販売が増加

したことによるものです。
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　④その他

当事業につきましては、売上高は２億61百万円(前年同期比0.1％減)となりましたが、セグメント利益

は16百万円(同22.5％増)となりました。これはビジネスサポート関連事業が減収となったものの、福祉用

具レンタル業務及び駐車場事業の売上が増加したことによるものです。
　

(2)財政状態の分析

当第１四半期会計期間の総資産は108億45百万円となり、前事業年度に比べ５億31百万円減少いたしま

した。資産の主要科目の増減は、受取手形及び営業未収入金が回収により５億12百万円減少し、現預金が

１億27百万円増加いたしました。

　また、負債は59億34百万円となり、前事業年度に比べ５億47百万円減少いたしました。負債の主要科目の

増減は、借入金が56百万円、営業未払金が４億96百万円減少いたしました。

　純資産は利益剰余金の増加等により前事業年度に比べ16百万円増加して49億11百万円となり、自己資本

比率は2.3ポイント増加し45.3％となりました。
　
　

　
　

(3)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。
　
　

(4)研究開発活動

該当事項はありません。
　
　

(5)経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当社を取り巻く事業環境は厳しい状況が続いておりますが、本四半期報告書提出日現在において、経営成

績に重要な影響を与える要因はありません。

　当社といたしましては、主力の物流事業(運送・倉庫)の営業及び業務の拡大を図るため、業務本部制度を

導入しております。業務本部間の情報共有化と連携を更に強化することで、物流事業の拡大を推進すると共

に、当社が持つ物流インフラを整備(業務・資本提携)し、新規荷主の開拓と既存荷主の取引拡大並びに新規

事業の開発を行っており、重点市場である首都圏・中部圏での業績拡大に努めております。
　

(6)経営者の問題意識と今後の方針について

　物流業界は、規制緩和が進み業者間の競争が厳しさを増す一方で荷動きの低迷に直面しており、制度や法

律の改正による企業倫理や安全・環境問題への対応等、企業として果たすべき役割や責任が大きくなって

きております。

　当社は「安全」と「安心」を大切にして物流事業を通じて社会に奉仕することをスローガンに、①商品・

サービスの使命、②社会的使命、③経済的使命の３つの使命を経営理念として株主価値の向上を図り、社会

に貢献できる会社を目指しております。

　なお、コンプライアンス全体を統括する組織として社長を委員長とする「コンプライアンス・リスク管理

委員会」を設置すると共に、「法令遵守マニュアル」を制定しコンプライアンス体制の整備及び社員の意

識高揚に努め、内部管理体制の一層の充実を図ることで主要事業許認可関係に対する法令遵守及び交通安

全対策並びに環境問題に積極的に対応する方針であります。

　また、財務報告の信頼性を確保するため、「財務報告に係る内部統制の整備・運用及び評価の取り扱い」

を定めており、関係規程の整備、役員及び従業員の意識向上、内部監査制度の充実等を図り、財務報告に係る

内部統制の有効かつ適切な運用・管理に努めております。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 20,000,000

計 20,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年８月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 5,750,000 5,750,000
大阪証券取引所JASDAQ(ス

タンダード)
単元株式数は
100株であります。

計 5,750,000 5,750,000 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年６月30日 ─ 5,750,000─ 333,150─ 95,950

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できず、記

載することができませんので、直前の基準日である平成23年３月31日の株主名簿により記載しておりま

す。

① 【発行済株式】

平成23年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式
5,749,000

57,490 ―

単元未満株式
普通株式

1,000
― 1単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 5,750,000 ― ―

総株主の議決権 ― 57,490 ―

(注)「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が76株含まれております。

　

② 【自己株式等】

該当事項はありません。

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間(平成23年４月１日から

平成23年６月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成23年４月１日から平成23年６月30日まで)に係る四

半期財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,151,319 1,278,405

受取手形 350,588 386,531

営業未収入金 2,542,439 1,993,566

商品 81,047 36,790

その他 240,331 239,043

貸倒引当金 △28,930 △23,800

流動資産合計 4,336,795 3,910,536

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,947,366 2,899,736

機械装置及び運搬具（純額） 94,504 93,533

土地 2,797,459 2,797,459

その他（純額） 60,538 59,500

有形固定資産合計 5,899,869 5,850,230

無形固定資産 122,316 121,239

投資その他の資産

投資有価証券 162,273 107,490

差入保証金 601,987 601,519

その他 343,620 344,169

貸倒引当金 △89,696 △89,796

投資その他の資産合計 1,018,184 963,383

固定資産合計 7,040,370 6,934,853

資産合計 11,377,166 10,845,389

負債の部

流動負債

支払手形 51,292 30,073

営業未払金 1,517,277 1,020,913

短期借入金 850,000 925,000

1年内返済予定の長期借入金 1,175,740 1,181,280

未払法人税等 193,569 104,030

賞与引当金 182,006 89,609

その他 369,536 739,980

流動負債合計 4,339,422 4,090,887

固定負債

長期借入金 1,435,130 1,297,950

退職給付引当金 212,136 207,384

役員退職慰労引当金 130,690 123,810

その他 364,869 214,293

固定負債合計 2,142,825 1,843,438

負債合計 6,482,247 5,934,325
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（単位：千円）

前事業年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成23年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 333,150 333,150

資本剰余金 95,950 95,950

利益剰余金 4,461,600 4,481,694

自己株式 △42 △42

株主資本合計 4,890,658 4,910,751

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 4,260 312

評価・換算差額等合計 4,260 312

純資産合計 4,894,918 4,911,064

負債純資産合計 11,377,166 10,845,389
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(2)【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

売上高 4,231,265 4,593,459

売上原価 3,486,595 3,747,047

売上総利益 744,669 846,411

販売費及び一般管理費 629,869 637,639

営業利益 114,799 208,771

営業外収益

受取賃貸料 10,083 10,803

その他 13,442 15,885

営業外収益合計 23,525 26,688

営業外費用

支払利息 16,848 14,960

賃貸費用 3,197 4,095

その他 1,034 79

営業外費用合計 21,080 19,136

経常利益 117,245 216,324

特別利益

投資有価証券売却益 － 6,000

特別利益合計 － 6,000

特別損失

固定資産除却損 － 4,405

会員権評価損 － 100

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 2,377 －

特別損失合計 2,377 4,505

税引前四半期純利益 114,867 217,819

法人税等 52,838 99,976

四半期純利益 62,029 117,842
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【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　
当第１四半期累計期間

(自　平成23年４月１日  至　平成23年６月30日)

　税金費用の計算

当事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益

に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

　なお、法人税等調整額は、「法人税等」に含めて表示しております。

　

【追加情報】
　

当第１四半期累計期間
(自　平成23年４月１日  至　平成23年６月30日)

当第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）を適用しております。

　

【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)
　

前事業年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成23年６月30日)

　偶発債務 　偶発債務

下記の会社の金融機関からの借入金に対し、債務保

証を行っております。

下記の会社の金融機関からの借入金に対し、債務保

証を行っております。

　　トライウォールロジテック㈱ 1,603千円　　トライウォールロジテック㈱ 1,399千円

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)
　

　当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。
　

前第１四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日)

　減価償却費　　　　　　　　　　　　　　73,136千円
 

　減価償却費　　　　　　　　　　　　　　66,327千円

　

(株主資本等関係)
　

前第１四半期累計期間(自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日)

１ 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成22年６月25日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 86,248 15平成22年３月31日 平成22年６月28日

　

２ 基準日が前第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が前第１四半期会計期間

の末日後となるもの
　

　　　該当事項はありません。
　

当第１四半期累計期間(自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日)

１ 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成23年６月22日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 97,748 17平成23年３月31日 平成23年６月23日
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２ 基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間

の末日後となるもの
　

　　　該当事項はありません。
　

(持分法損益等)

　該当事項はありません。
　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

  前第１四半期累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
その他
（注）

合計
運送事業 倉庫事業 商品販売事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　

　外部顧客への売上高 2,779,134672,208517,9203,969,263262,0024,231,265

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 2,779,134672,208517,9203,969,263262,0024,231,265

セグメント利益 180,613114,84515,819311,27713,787 325,064

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、駐車場事業等を含んでおります。
　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 311,277

「その他」の区分の利益 13,787

全社費用(注) △210,264

四半期損益計算書の営業利益 114,799

(注)  全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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  当第１四半期累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
その他
（注）

合計
運送事業 倉庫事業 商品販売事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　

　外部顧客への売上高 3,100,871720,162510,7474,331,782261,6774,593,459

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 3,100,871720,162510,7474,331,782261,6774,593,459

セグメント利益 227,294165,80219,222412,31916,891 429,210

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、駐車場事業等を含んでおります。
　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 412,319

「その他」の区分の利益 16,891

全社費用(注) △220,439

四半期損益計算書の営業利益 208,771

(注)  全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 10円79銭 20円49銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額(千円) 62,029 117,842

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 62,029 117,842

普通株式の期中平均株式数(株) 5,749,924 5,749,924

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年８月10日

株式会社ヒガシトゥエンティワン

取締役会  御中

有限責任 あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 　伊與政 元治 ㊞　

　
指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 　山本 雅春 ㊞　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社ヒガシトゥエンティワンの平成23年４月１日から平成24年３月31日までの第90期事業年度の第１四半期
会計期間(平成23年４月１日から平成23年６月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成23年４月１日から平
成23年６月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記につい
て四半期レビューを行った。

　
四半期財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半
期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期
財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ
る。

　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に
対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当
と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ヒガシトゥエンティワンの平成23年６月30日
現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさ
せる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期　

　報告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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